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「生涯学習が大切な３つの理由」
～何故、理学療法士は就職してからも勉強しなくてはいけないのか？～

公益社団法人　新潟県理学療法士会　　　　　　
学術局　生涯学習部長　田　中　　　健　

時下益々ご清祥のことと存じます。会員の皆さまにおかれましては、いつも県
士会活動へのご理解とご協力に誠に感謝申し上げます。学術局　生涯学習部では、
研修会・講習会を開催することで、県士会会員の皆様の生涯学習の助けとなるよ

うに企画・運営をすすめております。今回はその生涯学習が理学療法士にとって大切な理由を３つ考えてみ
ました。

①�社会や技術の進化は非常に速いため、新しい知識やスキルを獲得しなければ、置いていかれる可能性が
あります。生涯学習を通じて学んだ知識やスキルは、自己成長や職業的な競争力の向上につながります。

②�生涯学習は脳の健康にも良い刺激を与えます。知的な刺激を受けることは、認知機能の向上や記憶力の
維持につながります。また、新しいことを学ぶことは、創造性や問題解決能力を高める助けにもなります。

③�生涯学習は人生の満足度や幸福感にも関連しています。新しいことを学ぶことは、自信や達成感を生み
出し、生活に意義を与えます。

したがって、生涯学習は個人の成長や発展、社会的な参加、幸福な人生を築くために不可欠な要素です。
常に新しい知識やスキルを学び続けることは、私たち理学療法士が前進し続け、変化に対応するための力を
養うことにつながります。

そのような機会を県士会では提供しておりますが、その最たるものとして「新潟県理学療法学術大会」が
あります。新潟県理学療法学術大会では、最新の研究成果やアイデアの共有、また理学療法士会員の交流を
目的に開催される学術の祭典です。ご参加いただくことで、あなたの臨床業務や研究活動において大きな刺
激と成果をもたらすことでしょう。ぜひ、この貴重な機会を逃さず、学術大会へのご参加を心からお待ちし
ております。

「第29回新潟県理学療法学術大会」　	
会　　期：令和６年２月24日（土）・25日（日）
会　　場：高田城址公園オーレンプラザ・Web配信（Web配信は第一会場のみ）
セミナー番号：【対面】116265　【Web】116266
申込期限：カード決済２月14日（水）まで
※詳細は、新潟県理学療法士会ホームページにてご確認ください
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リレーエッセイ １

　　「私の好きなマクドナルド」
新潟リハビリテーション病院　竹　内　優　輔　

私はマクドナルドが好きです。非常に厳格な家庭で育った私は、マクドナルドを禁じられていました。
一人暮らしを始めてすぐ、罪悪感と楽天ポイントカードを握りしめマクドナルドに行き、初めて食べた
あの日から、マクドナルドは大好きな飲食店になりました。今日は好きなメニューをランキング形式で
発表したいと思います。

【第３位】アップルパイ
作業や勉強目的で行くとき、コーヒーだけのつもりがついつい頼んでしまいます。甘くておいしいで

す。
【第２位】ビッグマック®

言わずと知れたキングオブハンバーガー。キャベツがはみ出てポロポロしてしまうのがたまにキズ。
もちろんセットで頼んでいます。

【第１位】マックグリドル® ベーコンエッグ
朝はマフィン派が多数な印象。しかし一度食べると

誰もがグリドル派に。
甘いパンケーキとしょっぱいベーコンのコントラス

トは至高の領域。

以上です。皆さんも是非食べてみてください！
次は南魚沼市民病院の内藤優さんです！

リレーエッセイ ２

　　「私の大好きな野球観戦」
魚沼市立小出病院　リハビリテーション科　野　田　生　純　

私の趣味は野球観戦です。野球といってもメジャーリーグ・プロ・社会人・大学と様々なジャンルが
ありますが、私は高校野球が一番好きです。野球経験は小学生まででしたが、高校在学中に母校が２度
甲子園に出場し、甲子園球場に応援に行ってから高校野球観戦にのめり込みました。普段教室ではどん
な無茶ぶりでも笑いをとる野球部がグラウンドでは全く別人となり、互いに厳しく声をかけながら切磋
琢磨している姿が非常に印象的でした。高校を卒業した今でも、春・夏・秋の大会は休みが合えばエコ

スタや悠久山球場に行き母校の応援をしに
行っています。一昨年は夏に天候を誤り、両
大腿にひどい日焼けをし（現在も跡が残って
ます）ケーシーが擦れ仕事どころではなかっ
たので、昨年から日焼け止めを塗り始めまし
た。今シーズンの高校野球観戦は終わりまし
たが、厳しい冬を乗り越えて春・夏にさらに
強くなったチームを楽しみにしています。次
回は上越総合病院の小林由貴さんです。よろ
しくお願いいたします。
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村上市岩船郡医師会　訪問看護ステーションふる里
村上市岩船郡医師会の訪問看護ステーションふる里は、かかりつけ医との連携を重視し、ご利用者様の要

望に素早く対応し、利用者様が住み慣れた場所で自分らしく生活ができるように支えています。現在、看護

師が４名、週１日勤務の理学療法士が１名で業務を行っています。

地元の看護学校の学生さんを引率し、看護業務とリハビリテーション業務の両方を見学してもらうことも

あります。看護学生さんは、同じ利用者様でも看護とリハビリテーションの異なる視点を学ぶことができます。

リハビリテーションを行っている利用者様は少ないのですが、「自主練習でこのようなことを続けている

よ。」「天気が良いので出かけてみた。」「お店の中を歩いて買い物ができた。」などの前向きなお話を聞くこ

とができ、日々の励みになっています。

先日、当施設の利用者様が本学（新潟リハビリテーション大学）に来校されました。疾患と身体機能、生

活空間の説明を行い、学生さんに実際の治療場面を見せてくださったそうです。利用者様も学生さんとの交

流を楽しみにしています。

� 新潟リハビリテーション大学　　　　

� 理学療法学専攻　木　村　和　樹

職場紹介１
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職場紹介２

さくらメディカル株式会社長岡支店
さくらメディカル株式会社は福祉用具のレンタル・販売、住宅改修などの福祉住環境サービスと居宅介護

支援、訪問介護、訪問看護、訪問入浴などの在宅介護サービスを中心に総合在宅サービスを行っています。

さくらメディカルの総合在宅サービスは地域の医療機関様・介護施設様・専門職の方々と連携し、患者様・

利用者様が安心できる地域づくりに貢献しております。

長岡支店には現在理学療法士と作業療法士が在籍しております。専門性を生かし利用者様の身体状況を評

価し、適切な福祉用具の選定と使用方法の指導などを行っています。病院や施設でのリハビリと違い、直接

利用者様の体を触って評価や治療はできません。しかし、福祉用具の活用を通して利用者様をアセスメント

し、適切な用具を選定することでADL・QOLを維持向上させることができます。そのため、理学療法・作

業療法という手段が福祉用具等の活用による支援に変わっただけであり、利用者様も含めて家族単位での関

わりも踏まえた支援を行っています。

また依頼があれば病院や施設に出向き、最新の福祉用具や介護ロボットの勉強会や体験会を行っています。

福祉用具は常に新しい商品が出ていて、進化し続けています。一緒に勉強していきたいので最新の福祉用

具・介護ロボットが見たい！活用したい！という方は遠慮なくご連絡ください。
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1　犬　飼　康　人

　　（いぬかい やすと）

2　新潟医療福祉大学
3　学術誌部 副部長
4�　本年度より、新潟県理学療法

士会の理事に就任いたしました
犬飼康人と申します。新潟県士
会での仕事は今回がはじめてと
なりますが、新潟県士会の発展のために尽力していきた
いと思っております。

　�　私が理事に立候補した背景の１つとして、「新潟県全
体の学術レベルを向上させたい」という思いがありまし
た。現在、新潟県内には基礎研究に取り組む優秀な研究
者が多く在籍しています。今後、研究者と臨床現場の先
生方が協力して理学療法の発展に向けた研究活動に取り
組める環境整備を進めていきたいと思っています。そし
て、学術活動も含め「理学療法士として努力している・
自己研鑽している」方々が、経済面でも恩恵を受けられ
る環境を構築していかなければならないとも感じていま
す。課題は多くあるかと思いますが、少しずつでも確実
に前進していきたいと思いますので、お力添えのほど宜
しくお願いいたします。

�
1　樫　出　敬　介

　　（かしいで けいすけ）

2　介護老人保健施設　緑樹苑
3　総務部・厚生部副部長
4�　本年度より理事（総務部・厚

生部副部長）を拝命した樫出敬
介と申します。総務部の業務は、
会員の管理、諸会議の開催、内
外の公文書の発行、報告書の管理等、厚生部の業務は、
慶弔関連業務、新潟県理学療法学術大会懇親会（本年度
は２月 24 日予定）の開催準備等となっております。現在、

新潟県士会の会員数は約 1600 名（施設数 376 施設）と、
大きな組織となっております。理事就任後、すでに半年
が過ぎようとしていますが、部長の藤澤明彦先生に教わ
りながら業務を覚えている状況です。会員の皆様の活動
を支援できるように努めて参りますので、宜しくお願い
申し上げます。

�
1　北　村　拓　也

　　（きたむら たくや）

2　新潟リハビリテーション大学
3　広報部部長
4�　本年度より理事（広報部）を

拝命した北村拓也と申します。
2016 年より広報部員として活
動してきまして、2023 年より
理事として活動させていただいております。所属部員は
私を除き４名で活動しており、主に情報発信の業務に携
わっております。

　�　現在の新潟県理学療法士会に所属する会員数は約
1,600 名。そのうち理事やブロック長、部員など、県士
会事業に携わる会員は１割にも満たない現状となってい
ます。さらに、平均年齢も徐々に低下している状況でし
て、これらのことから自分に課せられた課題は、①会員
の皆様へタイムリーに有益な情報を発信すること②比較
的若い会員の先生方の意見を汲み取り、理事会等へ提言
すること③県民の皆様にとって有益な情報を発信するこ
と。以上の３点と考えています。若輩が故にご迷惑をお
かけするかもしれませんが、限られた任期の中で会員の
皆様、そして県民の皆様にとって意味ある価値ある活動
をしていきたいと思っております。どうぞよろしくお願
い申し上げます。

2023 年度の役員を紹介いたします。

新潟県理学療法士会　新役員紹介新潟県理学療法士会　新役員紹介

1氏名、2勤務先（所属）、3役職、4�メッセージ

質　問　内　容

※五十音順
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1　小　島　　　渉

　　（こじま わたる）

2　�西蒲中央病院訪問看護ステー
ション

3　�地域包括ケアシステム推進部
副部長

4�　本年度より理事を拝命した小
島渉と申します。2019 年より
地域包括ケアシステム推進部の部員として活動して参り
ました。2023 年より副部長として活動させていただい
ております。

　�　現在、理学療法士の地域での活動は、地域個別ケア会
議への出席、各種介護予防事業への支援、地域の多職種
との連携など多岐にわたります。 「地域で活躍したい」
という会員の皆様の環境の整備を推進できるよう、お手
伝いしたいと考えております。

　�　ブロック事業においては、地域包括ケア関連案件の特
派員として部局員を配置しております。 大野智也部長
はじめ各ブロックに配置している部局員とともに会員の
皆様にとって、距離が近く、相談しやすい部局を目指し
活動して参ります。

　�　今後とも地域包括に関連するご意見 , ご質問などござ
いましたら、遠慮なく県士会 HP よりお問い合わせくだ
さい。会員の皆様のために全力で対応させていただきま
す。どうぞよろしくお願いします。

�
1　長谷川　　　恵

　　（はせがわ めぐみ）	

2　介護老人保健施設　二王子
3　就業支援部　部長
4�　就業支援部　長谷川恵です。

この度、就業支援部部長として
理事に就任しました。

　�　就業支援部は、業務内での不
安や悩み事、例えば、「後輩指導はどのようにすればい
いのか？」「年代の違うスタッフとのコミュニケーショ
ンはどうしたらいい？」等など、一人では解決し辛い事
を他者と話をしたり、聞いたりすることで少しでも解決
の糸口を見出していただけたらと思い、オンライン会員
交流会や研修会の企画を行っています。

　�　また、しばらく休職しており復職の希望がある方に対
して研修の機会があれば、復職も不安なくできるのでは
ないかとの思いから、復職希望者に対してのサポート体
制について現在準備を行っています。就業に必要な法規
をまとめることも活動の一つです。

　�　私たちの活動は皆さんの就業のサポートのためにある

と思っています。今後も研修会等を企画・運営していき
ます。是非、興味を持っていただけたらと思います。

　�　これまで就業支援部部員としてお手伝いさせていただ
いていましたが、就業支援と一言で言っても、支援する
範囲は広く、正直、どこから手を付ければよいのか戸惑っ
ています。今後は 6 名の部員の皆さんの協力を得ながら、
職責を果たしていきたいと思います。宜しくお願いいた
します。

�
1　若　菜　翔　哉

　　（わかな しょうや）	

2　新潟リハビリテーション大学
3　下越ブロック長
4�　本年度より下越ブロック長を

拝命した若菜翔哉と申します。
　�　2021 年より広報部、2022 年

より村上・関川村地区長、そし
て 2023 年より下越ブロック長
となりまして、これまでブロック事業と広報事業の活動
をさせていただいております。

　�　下越ブロックは、胎内地区、新発田・聖籠地区、阿賀
野・五泉地区、村上・関川地区の４地区で構成されてお
り、ブロック活動の内容は、主に会員の皆様への情報発
信、研修会と公益事業活動の企画運営となっております。

　�　2024 年度で私がブロック長に就任して２年目となり
ます。地区長並びに地区内の部員各位、そして会員の皆
様と一致団結し、下越ブロックを今よりもさらに前進さ
せていきたいと決心を新たにしているところです。会員
の皆様を第一に考え、業務に邁進していきたいと思って
おります。その為には是非会員の皆様のお力を貸してい
ただきたいと考えております。今後ともどうぞよろしく
お願い申し上げます。
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� 新潟医療センター　橋　本　京　香

気持ちのよい秋晴れとなった2023年10月８日、新潟シティマラソン2023ユニバーサルランが開催されまし

た。ユニバーサルランは、古町十字路から萬代橋東詰まで、１周２㎞の周回コースで参加者の好きな時間・

距離でランニング、ウォーキングをし、参加者は年齢や障がいに関係なく誰でも（０歳から）参加可能と

いったユニバーサルなイベントです。

そのため車いすランナーはもちろん、杖や歩行器を使用している方や視覚障がいの方も参加されていまし

た。

今年は、新潟県理学療法士会から11名が参加し、車いす参加者の安全走行の声かけと必要時の介助、声か

け・励ましを行いました。私は新人１年目の頃から参加させていただき、今回で３回目の参加となりました

が、毎年、参加者の楽しそうな表情や頑張っている姿からエネルギーをいただき、なぜだか私自身が励まさ

れています。そして、その感情と同時に運動しなければ…といった焦りも毎年感じています。

話が逸れましたが、こういった障がいに関係なく誰もが参加できるユニバーサルなイベントが今後も継続

されていく社会であってほしいなと思います。

最後に、スポーツ活動支援部部長 飯田晋先生をはじめとする、一緒に活動していただいた新潟県理学療

法士会の皆さま、準備・運営に関わられた関係者の皆さまにこの場をお借りして御礼を申し上げます。

新潟シティマラソン2023　ユニバーサルラン参加報告
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学術局生涯学習部だより
学術局長　髙　鳥　　　真

生涯学習部部長　田　中　　　健

　会員の皆様には平素より当士会活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

■　第29回新潟県理学療法学術大会　事前参加登録受付中！
　今大会は、テーマを「『伝える』知識を、技術を、そしてマインドを」としました。
　私たちは、日々患者様や、地域の皆様のために活躍することを期待されていると自負しております。一人
一人が自覚を持ち、自己研鑽していくことは大切なことですが、先輩の皆様が作り、育ててきた力を借り
て、一人ではできないこと、一人ではわからなかったことを「伝えて」いくことが大切だと考えています。
　様々な知恵で整理されてきた知識、基礎研究・臨床研究のもとに練り上げられてきた技術を伝えることは
もちろん、その底にいつも熱く流れている理学療法士のマインドを伝えていくことこそ、私たちの役目では
ないでしょうか。また、患者様や地域の皆様に伝えることのできる力、若い世代や、これから理学療法士に
なろうとしている人に伝えていく力をつけていきたい、と強く思います。
　是非多くの方にご参加いただき、大会テーマである「伝える」ことについて考えていければ幸いです。
� （大会長　山本典子）
　第29回新潟県理学療法学術大会　開催概要

テ ー マ：「伝える」 知識を、技術を、そしてマインドを
開催日程：令和６年２月24日（土）・25日（日）
会　　場：高田城址公園オーレンプラザ
大 会 長：山本典子（上越地域医療センター病院）
準備委員長：荻井夏江（介護老人保健施設国府の里）
準備委員：木賀　洋（県立中央病院）
　　　　　法山　徹（上越地域医療センター病院）
　　　　　中田一樹（介護老人保健施設国府の里）
　　　　　竹田典広（新潟労災病院）

　　プログラム
■特別講演：半田一登 氏（前日本理学療法士協会会長）
■セミナー：建内宏重 氏（京都大学大学院）
　　　　　　岡村英樹 氏（有限会社サニープレイス一級建築士）
　　　　　　宮腰一樹 氏（NPO法人ギフテッド理事）
　　　　　　丸山　悟 氏（新潟労災病院）
　　　　　　小島　渉 氏（西蒲中央病院訪問看護ステーション）
　　　　　　木賀　洋 氏（県立中央病院）
■シンポジウム：高野義隆氏（新潟リハビリテーション病院）、金子清和氏（長岡西病院）、
　　　　　　　　長濱秀明氏（下越病院）、吉沢圭亮氏（介護老人保健施設槇の郷）
■就業支援部フォーラム：上路拓美 氏（新潟大学医歯学総合病院）
■市民公開講座：小坂泰啓 氏（上越地域医療センター病院整形外科）
■一般演題募集：締切りました
■事前登録受付：日本理学療法士協会マイページよりお申込み下さい
　　　　　　　　セミナー番号【対面】：116265
　　　　　　　　セミナー番号【Web】：116266　【第１会場のみ：250名先着順】

■学会PR動画：こちら＞＞＞https://www.youtube.com/watch?v=９n-HiNEQbnY
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　 研修会 テーマ/講師 日程 会場

11月 第４回領域別研修会
（糖尿病理学療法） 「半日で学べる糖尿病に対する理学療法in新潟」 11月25日（土） WEB開催

12月 第５回領域別研修会
（運動器：腰痛） 「非特異的腰痛に対する理学療法の理論と実際」 12月2・3日

二日間開催
新潟医療福祉大学

対面のみ
2024年
1月

第６回領域別研修会
（呼吸理学療法）

「臨床で役立つ！呼吸理学療法のポイント 
　　　　　　　　　　－基礎と実践－」 1月27日（土） WEB開催

2月

労働者就労支援委員
会主催研修会

2023年度高年齢労働者就労支援事業「高年齢者の
社会参加と就労支援への取り組み」 2月10日（土） ハイブリッド開催

第７回領域別研修会
（心血管理学療法）

「循環器疾患における病期別リスク管理と理学療法
のコツ」 2月18日（日） ハイブリッド開催

第29回新潟県理学療
法学術大会

「『伝える』知識を、技術を、そしてマインドを」
大会長 山本典子（上越地域医療センター病院）

2月24・25日
二日間開催

高田城址公園オー
レンプラザ

（一部WEB配信）

3月

第８回領域別研修会
（神経理学療法）

「運動麻痺・痙縮の改善を目的とした脳卒中患者に
対する電気刺激療法」 3月10日（日） WEB開催

第５回領域別研修会
（運動器：腰痛） 「非特異的腰痛に対する理学療法の理論と実際」 3月16・17日

二日間開催
新潟医療福祉大学

対面のみ

2023年度臨床実習指導者講習会
主催 会場 日程 定員

臨床実習指導者都道府県講習会
各校教員　理事　他

新潟医療福祉大学 同　校 8月24・25日 80
看護リハビリ新潟保健医療専門学校 Web 11月4・5日 50

晴陵リハビリテーション学院 同　校 11月18・19日 80
県士会学術局 Web 12月9・10日 50

新潟リハビリテーション大学 同　校 2024年3月2・3日 50

2023年度新潟県理学療法士会主催研修会　予定

■　第30回新潟県理学療法学術大会　開催決定！
　　　テ ー マ：「超高齢社会を支える」～連携と支援～
　　　開催日程：令和６年10月26日（土）・27日（日）
　　　会　　場：シティホールプラザアオーレ長岡
　　　大 会 長：諏訪和彦（長岡赤十字病院）
　　　準備委員長：金子功一（生協かんだ診療所）
　　　準備委員：霜鳥恭子（ながおか生協診療所）、関口智則（厚生連長岡中央綜合病院）、
　　　　　　　　本多弘明（吉田病院）、今井遼太（魚沼基幹病院）、平林尚也（長岡西病院）、
　　　　　　　　松井洋輔（晴陵リハビリテーション学院）

看護リハビリ新潟保健医療専門学校
19

各種車椅子・座位保持装置・ベッド・コミュニケーションエイド
福祉機器・介護用品・介護保険レンタル・住宅改修

㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ (オーエックス新越）

〒956-0017 新潟県新潟市秋葉区あおば通2-28-27
TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710

http://www.gtb-niigata.jp
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■　新生涯学習制度について　
　生涯学習制度の概要

　生涯学習制度の３つのポイント
1.�　日本理学療法士協会（新潟県士会）へ入会した理学療法士は、まず「前期研修」を履修します。その次
に「後期研修」を履修することで「登録理学療法士」となります。

2.　「登録理学療法士」となった本会会員は、５年ごとの更新を目安に自己研鑽を続けます。
3.�　登録理学療法士を基盤とし、より高い専門性を兼ね備える「認定理学療法士」、「専門理学療法士」制
度を構築します。

　　　　詳しくは、協会ホームページをご確認ください　＞＞＞
　　　　　　https://www.japanpt.or.jp/pt/lifelonglearning/new/　　　

■　新型コロナウイルス等の感染予防・感染拡大防止への対応について  　
　当士会主催の研修会実施に際して、感染症予防および感染拡大防止の対策として以下のように対応してい
きます。
＜当士会の対策＞
　研修会に関わるスタッフは、日常における体調管理を徹底し、検温、手洗い、うがい、マスク着用等の感
染予防を励行した上で対応をいたします。
＜参加者へのお願い＞
◦�受付時に体温計測は実施しません。発熱、咳などの症状がある場合は、参加を控えていただきますようお

願いいたします
◦参加時のマスク着用は各自の判断でお願いいたします
◦会場内には消毒液を設置しておりますのでご利用ください
◦受講中に体調の変化が認められた場合は、無理をせずに早めにスタッフへお申し出ください
■　県士会主催WEB研修会への参加方法について（Zoomシステム利用の場合）
◦�パソコンもしくはスマートフォンに、Zoomのアプリをインストール（無料）し、登録を済ませてください
◦�Zoomの使用につきましては、各個人での責任でお願いいたします。接続中は多くの通信量（およそ90分で

0.5GB）が必要です。Wifi環境をご確認の上ご利用ください。研修会にかかる通信料金については、県士会
は一切の責任を負いかねます。予めご了承ください

◦�お申し込み後、申し込み時のメールアドレスへ参加に必要なURL、ID、パスコードをお知らせします。研
修会によってはZoomミーティングの事前登録をお願いする場合がございます。

◦�研修会開催日3日前になっても参加に必要なURL、ID、パスコードが届かない場合は、各研修会の問い合
わせ先へご連絡ください

◦�研修会によってはZoomミーティングへの入室方法が異なる場合がございます。各研修会案内をご確認くだ
さい
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◦�研修会時にに出欠確認を行う場合があります。県士会主催の研修会へ参加の際は、名前を「会員番号_氏名
（フルネーム）」でご登録ください

◦�Zoom画面の録画や録音、撮影は一切行わないようにお願いします
◦�不正行為が確認された場合は、受講を認めずポイント付与にならない場合があります
※メールアドレスの入力不備により参加できない事案が多く発生しております。登録の際はご注意ください

☆研修会ポイント認定について
　遅刻や早退はポイント認定にならない場合がありますのでご注意ください。
　参加確認として､協会会員アプリのQRコードを使用する場合があります。協会会員アプリのインス
トールとログインできるようにご準備ください。

☆研修会申込み後のキャンセルについて
　ご注意ください！　研修会申込み後のキャンセルについては返金ができません。
　原則として参加承認後のキャンセルに伴う返金は出来ません。また、参加費の支払いをせずに欠席
された場合でもご入金いただく場合がございます。あらかじめご了承ください。 
　お申し込みに際しては、よく検討した上でお申し込みくださいますようお願いいたします。また、止むを
得ず欠席の場合は、キャンセル用アドレスからご連絡いただきますと幸いに存じます。 ご理解とご協力をお
願いいたします。

 キャンセル専用アドレス：pt.gakujutu@gmail.com

　※研修会が天候等の事情でやむを得ず中止・延期となる場合は、メールにてご連絡をいたします。協会に登
録してある連絡先メールアドレスに送信いたしますので、メールアドレスの登録及び受信可能なアドレスであ
ることを確認してください。また、県士会ホームページに情報掲載を行いますので、必ずご確認ください。

○研修会DVDの貸出しについて
　　木戸病院　　江川　真司　　E-mail：rehabilitation@kido-hp.com

○新生涯学習制度関連のお問い合わせ
　　桑名病院　　田中　　健　　E-mail：ken-pt@mail.goo.ne.jp

○学術誌関連のお問い合わせ　
　　新潟リハビリテーション病院　　立石　　学　　E-mail：nirehp.m-tateishi@aiko.or.jp

○学術局全体のお問い合わせ
　　晴陵リハビリテーション学院　　髙鳥　　真　　E-mail：takatori@seiryou-reha.ac.jp

2023年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第３回理事会議事録
日　時：2023年９月27日（水）19時00分～21時15分
場　所：�新潟県理学療法士会事務局及びWebにて実

施
出席者：
　理事：�佐藤成登志、郷貴大、髙鳥真、中山裕子、

藤澤明彦、樫出敬介、田村友典、
　　　　北村拓也、田中健、立石学、犬飼康人、
　　　　大野智也、小島渉、長谷川恵、柳保、
　　　　小川恵一、飯田晋、山本典子、五十嵐進
　監事：太田智英、堀川武範

　相談役：深川新市
　欠席者：小林　諭
議題
１．会長挨拶
２．報告事項
　①2023年度各部局７～８月事業
　　書面にて各部局より事業報告あり。
　〈追加報告〉
　生涯学習部 田中部長
　・�学術助成の依頼が来ており、後日理事に報告し

承認を得るようにする。
　学術誌部 立石部長
　・�従来冊子で作成していた理学療法新潟を次回か

らは電子データで作成し会員に送ることを各施
設に連絡した。また媒体の変更に伴いISSN（国
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際標準逐次刊行物番号）を再度取得する必要が
あり、取得に向けタカヨシと連絡をとってゆ
く。

　　学会準備委員会 髙鳥委員長
　・�第29回新潟県理学療法学術大会の準備は順調に

進んでいる。参加費は事前登録が3,000円、当日
参加は4,000円に決定した。第１会場のみハイブ
リッドで行う。

　②その他　報告事項なし
� （理事会承認）
３．協議事項
　①各部局より今後の活動について
　　書面に沿って説明
　〈財務部〉田村副部長より内容説明
　　財務部員１名の補充について� （理事会承認）
　〈広報部〉北村部長より内容説明
　　�現状のメルマガの登録者数、開封率が低迷して

いる。情報発信対策として「LINE公式アカウ
ント」への法人契約はどうか。その場合、月に
5,000円の費用が新たに発生する。

　　→�他のSNSを含め費用対効果を再度調査した上
で検討する。� （理事会承認）

　〈渉外部〉小川部長より説明
　　�第29回 新潟県理学療法学術大会のプログラム

の中で、田中昌史参議院議員の講演と意見交換
会の枠を確保することについて

　　→枠を確保する。� （理事会承認）
　〈政治活動推進委員会〉
　　�連盟の活動を会員に広げていく対策について
　　�→ブロック研修会などを利用し連盟の活動を伝

えてゆく� （理事会承認）
　②その他
　〈�交通費の改定に係る事務作業について〉堀川監

事より
　　�年度途中の改定は事務負担が多くなることが予

想される。年度初めに物価上昇分も含めて取り
決めをし、予算に盛り込むのがいいのではない
か

　　�→年度初めに物価変動分を含めて取り決めを
し、予算を決めることを基本とする。但し社会
情勢の大きな変化があった場合には年度途中で
あっても理事会で検討し変更することも可能。
変更があった場合には適時、申請書類等の書式
変更を行う。士会ホームページの最新の申請書
を使用するように努める。� （理事会承認）

　〈�事業実施に係る費用請求等の手続き統一につい
て〉

　　�費用請求の手続きを実施者で統一できるわかり
やすいマニュアルが必要ではないか

　　�→生涯学習部の事務手続きマニュアルを活用し
統一したマニュアルを作成する。

� （理事会承認）
　〈�県の最低賃金改定に伴う県士会の日当の見直し

について〉
　　�来年度の事業計画・予算作成で考える必要があ

り継続審議とする。� （理事会承認）
　〈物価変動分を予算にどう考慮してゆくか〉
　　�今年度の予算執行状況をみながら各部局の予算

作成に反映してゆく。� （理事会承認）
４．その他
　報告
　佐�藤会長；第42回関東甲信越ブロック学会（埼玉

士会）への参加を是非お願いしたい。
　中�山副会長；現在新潟県士会では７名の会員が産

業支援相談員を委嘱されている。新潟産業保健
総合支援センターでは「理学療法士等の専門家
が事業場に訪問し実践・提案します」と書かれ
たチラシを作成し、県内の労働基準監督署や産
業保健センターに置かれることになった。

　佐�藤会長；産業分野への理学療法士の関与は今後
の理学療法士の職域拡大につながると考えてい
る。県士会としては人材バンク制度を作ってお
り、今後は実際に活動できる人材を養成してい
きたい。

　立�石；第29回県学会への演題募集を行っている。
多くの会員に発表してもらうよう声掛けをお願
いしたい。

　五�十嵐；日本理学療法士連盟では株式会社GENE
の協力を得て研修会配信事業を計画している。
新潟県理学療法士連盟で活用できるか生涯学習
部と検討していきたい。

� （理事会承認）

　次回理事会について後日調整する

　2023年９月27日　
� 会長　佐藤成登志　　　

� 監事　太田　智英　　　

� 監事　堀川　武範　　　
　　
� 　以上
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育児休業割引、シニア割引のご案内

■�（公社）日本理学療法士協会、（公社）新潟県理学療法士会の年会費には割引制度が

あります。

■申請は協会マイページの メニュー＞会員管理 ＞ 会費割引申請 からお願い致します。

■「海外会員」割引もございます。

■詳細は協会ホームページをご参照ください。

１．育児休業割引

◦【協会年会費・県士会会費（新潟）】割引後 ご請求額 合計 5,000円

◦【対象】育児休業期間中に割引申請を行った会員（申請書類が必要です）
◦【割引適用年度】申請年度の翌年度の年会費に適用

◦育児休業を取得されていない方（退職している等）は対象外です

２．シニア割引

◦【協会年会費・県士会会費（新潟）】割引後 ご請求額 合計 5,000円

◦【対象】満65歳以上かつ会員歴25年以上の在会会員で割引申請を行った会員
◦【割引適用年度】申請年度の翌年度の年会費より適用を開始し、以降自動継続です

厚生部より 「祝電申込書」についてのお知らせ

県士会では会員の結婚式に際しまして、ご結婚のお祝い電報を送っております。
ホームページ右下の各種様式、または下記から「祝電申込書」をダウンロードして必

要事項を記入の上、メールに添付して県士会事務局まで送ってください。
結婚式が決定している会員本人または会員の同僚や友人からでも結構です。
会員の福利厚生のための制度ですので、是非ご利用ください。

　祝電申込書：http://nipta.or.jp/wp/wp-content/uploads/2016/09/2020-syukuden.xlsx

　メール宛先：新潟県理学療法士会事務局　　E-mail：jimukyoku@nipta.jp
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１　会員の動き

� 「2023年10月～2023年12月集計」
【新入会】・７件

【県内異動】・12件

【転　入】・５件

【転　出】・０件

【休　会】・９件

【復　会】・０件

【退　会】・３件

【育児休暇割引】・１件

【シ ニ ア 割 引】・０件

【施設名称変更】・０件

【施設住所変更】・１件

２　他士会関係
①ニュース（他県士会）

神奈川県　No.297

茨 城 県　No.181

広 島 県　No.275

熊 本 県　第143号

北 海 道　No.237

大 阪 府　第300号

愛 知 県　No.211

秋 田 県　Vol.210

長 野 県　No.84

②学術誌・学会誌

理学療法-臨床・研究・教育-（公益社団法人埼玉県

理学療法士会）

静岡理学療法ジャーナル第46号

第74回北海道理学療法士学術大会プログラム集

北海道理学療法Vol.40

③その他

QOLサポーター新潟No.61（新潟医療福祉大学）

第19回日本高齢者虐待防止学会上越大会抄録集

令和４年度新潟県フレイル克服プロジェクト事業実施報

告書（公益財団法人新潟県健康づくり財団）

ニュースレターNo.25（新潟県難病医療ネットワーク）

設立50周年記念誌（公益社団法人長崎県理学療法士

協会）

新潟県介護福祉士会設立30周年記念

年報ひたちの（公益社団法人茨城県理学療法士会）

響希Vol.17（一般社団法人新潟県介護支援専門員協

会）

JPTANEWS Vol.345（公益社団法人日本理学療法士

協会）

Nolimi+ vol.95（公益財団法人日本パラスポーツ協会）

３　�異動・休会・復会・退会の手続きについて
　異動（休退会含む）が生じ次第、速やかに協会マ

イページより、変更手続きをお願いいたします。

　休退会、転出については、年会費の未納がある場

合はお手続きが出来ません。納入確認後にお手続き

をお願いします。

　「育児休業割引」｢シニア割引」｢海外会員割引」

もございます。休退会手続きの前に、協会または県

士会ホームページをご確認ください。

※�マイページID、パスワード紛失の場合は日本理

学療法士会TEL:03-6804-1421へお問合せください。

＜自宅会員へのお願い＞

　現在、施設に所属していて自宅会員で申請してい

る方へお願いです。

　所属施設でまとめて郵送物を受け取れますよう自

宅から施設への変更手続きを協会マイページよりお

願いいたします。

［問い合わせ］

〒950-0912　新潟市中央区南笹口１丁目１番38号

	 コープオリンピア笹口303号

公益社団法人　新潟県理学療法士会　事務局　宛

　TEL：025−250−7660　FAX：025−250−7661

　（電話対応は月曜～金曜の９：00 ～ 15：50）

　E-mail：jimukyoku@nipta.jp

事務局ニュース
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　2024年は大変大きな出来事から始まりました。
被害に遭われた方々、そして地域の一日でも早い
復興を心よりお祈りしております。心身ともに健
康でいることは様々な活動をしていく上で重要な
基盤となります。理学療法士としての技術や知識
を駆使して少しでもお役に立てられるような活動
を個人としても組織としても貢献していければと
思っています。� （T）

編集後記

ゆきわり草　No.206

編集責任者　北　村　拓　也

問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
　　　　　　〒958-0053　村上市上の山2－16
　　　　　　TEL（0254）56−8292
　　　　　　FAX（0254）56−8291
　　　　　　E-mail：kitamura@nur.ac.jp

メルマガ配信について
　新潟県理学療法士会広報部では、「県士会からのお知らせ」をホームページの「会員限定ページ」
へ掲載しております。掲載は月１回を基本とし、掲載した情報をメルマガにて配信しています。
１．メルマガ登録方法について
【パソコンまたはスマホから】
 

【メルマガ登録について】
　①職場での登録、個人の登録、どちらでも構いません。
　②フィルター設定をされている場合は、下記アドレスの登録をお願いします。
　　　admin@nipta.or.jp
　③登録は、「会員番号」「氏名」「メールアドレス」を入力していただくだけです。
　④登録された内容は、メルマガ発信以外に使用いたしません。
　⑤�登録後、「承認メール」が届きます。「承認のリンク」のクリックをして登録完了となります。
必ず、承認の確認をお願いします。

　⑥メルマガについて、ご不明な点がございましたら下記までお問い合わせください。
２．ホームページへの掲載ならびにメルマガでの情報配信を希望される方へ
各種研修会等の情報をホームページへ掲載ならびにメルマガでの情報配信を希望される場合は、

掲載する原稿を作成いただき、下記問い合わせまでメールにてご連絡ください。なお、掲載ならび
に配信にあたっては新潟県内の関連団体ならびに新潟県理学療法士会会員が関与する研修会等を基
本とし、月１回の定例配信のみとなりますことをご了承願います。

広報部ニュース

【問い合わせ】　（公社）新潟県理学療法士会　事務局広報部（新潟リハビリテーション大学内）
� 　TEL：0254-56-8292（代表）　　Mail：kitamura@nur.ac.jp

県⼠会からの情報発信アンケート
　この度、新潟県理学療法⼠会では会員の皆様への情報発信の向上を⽬指し、会員の皆様に県⼠会広
報誌である「ゆきわり草」に関するアンケートを⾏わせていただくことになりました。
　また、「ゆきわり草」の閲読をされている会員の皆様が減少しているというお話も伺っております。
本アンケートを参考に今後の「ゆきわり草」の内容や発⾏についても検討していく予定となっており
ます。
　ぜひ、率直なご意⾒をお寄せいただきますようお願い申し上げます。�

＜読取⽤ QR コード＞

URL：https://forms.office.com/r/ar5mr1YVdT

　なお、アンケートの回答は 2024年3⽉末まで受付させていただき、その後ゆきわり草やメルマガ
等からアンケート結果等をお知らせさせていただく予定としております。
　ご協⼒のほどよろしくお願い申し上げます。


